
 

 

 
 

 

令和 8 年度 

加東市まちづくり活動費補助金 
  

 募 集 要 領  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

加東市 市民協働部 人権協働課 

みなさまの手で、加東市をより元気なまちに！！ 

加東市マスコット 加東伝の助 

まちづくり活動を募集します！ 

募集期間： 

令和 8 年 5 月 18 日（月）～6 月 17 日（水） 
 

二次 
募集！ 



１ 目的 

地域の活性化、市民と行政の協働のまちづくりを推進するため、公益的な視点で市民の皆さんが

「自ら考え、行う」地域活動を支援します。 

 

２ 補助内容 

   各コースから 1 つ選択し、応募してください。（応募できるのは１コースのみです） 

コース名 一般コース スタート応援コース テーマ解決コース 

対象団体 

市内に活動拠点をもち、構成員が概ね５名以上、かつ、その代表者と構成員の半数以上

が加東市に在住・在勤・在学している者である団体 

― 設立後３年以内 ― 

対象活動 

市の歴史や自然、産業、文化等の保全又は

伝承を促進する活動、または地域コミュニ

ティの推進に関する活動で、地域の活性化

が図られる広域的な活動 

次のテーマに合致する活動 

①人口の維持・増加 

②市の知名度アップ、交流人口の増加 

③男女共同参画や女性活躍の推進 

④国際交流や多文化共生の実現 

⑤市制 20 周年を記念するもの 

補助率 
補助対象経費の 

６０％ 

補助対象経費の 

１００％ 

（３年目は８０％） 

補助対象経費の 

１００％ 

補助上限額 

（予算の範囲内） 
２００，０００円 ３００，０００円 

補助年限 ２年間 
最大３年間 

※団体設立後３年目まで 

２年間 

継続支援コース 

テーマ解決コース（①～④）を２年間活用し

た活動で、次の４つの条件を全て満たす場

合は、年数制限なしで支援可能 

【地域活性化／広域性／公益性／継続性】 

※毎年審査は必要 

補助条件 

○令和 8 年度の活動は、令和 9 年 3 月末までに完了するものとします。 

 ※テーマ解決コースの⑤については、令和 8 年 11 月末までに完了するものとします。 

○営利目的、政治的または宗教的な活動は対象外とします。 

○国・県・市などの補助金の交付を受ける活動は対象外とします。 

○慣例的な活動や団体の内部に止まる活動は対象外とします。 

※希望者が活動や催しに参加できる、または活動の成果が広く市民に共有・還元され

るものを対象とします。（合理的な理由による制限（例：人数、対象年齢）は可。） 

※スタート応援コースの１年目に限り、単一自治会内に止まる活動も対象とします。 

その他 
○２年目以降も毎年認定審査を受ける必要があります。 

〇概ね構成員を引継ぎ、活動の目的や内容が類似する場合は同一団体とみなします。 



※テーマ解決コースで定めるテーマ 

①人口の維持・増加につながる活動 

   さらなる少子化・人口減少が予想されるため、市外からの定住・移住を促す取組を通して、人口の維持・増加

を目指します。 

＝活動例＝ 市外の方を対象とした市民農園体験や就農体験、空き家の魅力発信など 

 

②加東市の知名度アップ、交流人口の増加につながる活動 

   市内にある数多くの名所や歴史的な遺産、貴重な観光資源などを有効活用するため、さらなる魅力発信や

ＰＲを行い、市外から人を呼び込み、加東市の知名度アップと交流人口の増加を目指します。 

＝活動例＝ 加東市の歴史・名所などの魅力を紹介するツアーなど 

 

③男女共同参画や女性活躍の推進につながる活動 

   社会の多様性と活力を高めていくために、男女共同参画や女性活躍を推進し、性別に関係なく誰もがその

個性と能力を発揮できる、豊かで活力ある社会の実現を図ります。 

＝活動例＝ 女性の起業・就業支援、ジェンダー平等の啓発など 

 

④国際交流や多文化共生の実現につながる活動 

外国人住民への日本語教育支援や生活情報の提供などの生活支援、市民や地域の共生意識を醸成する活

動を通して、多様性と包摂性のある社会の実現による「新たな日常」の構築を図ります。 

＝活動例＝ 外国人住民を対象とした日本語教室、多国籍交流イベントなど 

  

  ⑤市制２０周年を記念する活動 

市制２０周年を市民の皆さんと祝い、市の歩みを振り返るとともに、ふるさと加東への誇りや愛着を深め、

地域の活性化を図る活動をとおして、10 年、20 年先のまちの未来を見据えた公共性のある市民活動を

支援します。 

＝活動例＝ 記念イベントの開催、記念誌の刊行など 

 

3 補助対象経費 

  対象となる活動に必要となる経費のうち、市が認めるものを対象とします。 

＜補助対象となる支出（例）＞ ＜補助対象とならない支出（例）＞ 

(1)使用料（施設使用、自動車借上げ、機器使用等） 

(2)消耗品費（用紙、文房具等） 

(3)印刷製本費（チラシ、プログラム印刷等） 

(4)原材料費（食材、資材等） 

(5)賞品代 ※制限あり 

(6)備品代 ※制限あり 

(7)謝礼（講師・出演者への謝礼等） 

(8)交通費 ※制限あり 

(9)委託費 ※制限あり 

(10)役務費（手数料、郵送料等） ※制限あり 

(1)食糧費（弁当、飲料等） 

(2)酒類の代金 

(3)土地や建物（完成品）の購入費、賃借料 

(4)報酬、賃金、手当 

(5)補助金、負担金 

(6)寄付金 



※制限について 

賞品代：補助対象経費の２分の１以下（１人３００円以下） 

備品代：合計２０，０００円以下（ただしスタート応援コースは５０，０００円以下） 

交通費：活動日の移動で、公共交通機関の利用に係るもの。（宿泊費は対象外とします。） 

委託費：補助対象経費の２分の１以下 

役務費：利用明細書及び引き落としがあったことがわかる通帳の写し等を提出できるもの。 

 

4 応募手続き 

（１）書類の提出期間：令和 8 年 5 月 18 日（月）から 6 月 17 日（水）まで 

＜提出書類＞ 

①交付申請書 ②収支予算書 ③事業の実施計画書 ④団体概要調書 ⑤団体構成員名簿  

⑥その他団体や活動の内容がわかる資料（規約、チラシ等） 

 

（２）認定審査会での審査 

    加東市まちづくり活動認定審査会【令和 8 年 6 月 30 日（火）】にて、申請内容を発表してくださ

い。活動を認定することの是非及び採択すべき活動の順位についての審議を行います。 

   

↓認定審査会にて認定され、交付決定の通知が届いた場合 

（３）補助金請求書の提出 ⇒ 補助金交付（概算払い） 

    ※活動中に、活動内容等の変更が生じる場合は、必ず事前にご相談ください。 

 

（4）実績報告書類の提出 ⇒ 補助金額の確定 

 

5 活動のまとめ 

  模造紙に活動内容をまとめ、年度内に提出してください。活動の効果や参加者数の把握、写真の撮

影が必要です。詳細については、交付決定後あらためてご案内します。 

 

6 注意事項 

市担当者が活動場所等への立入りを行い、活動内容や購入品等を確認する場合があります。 

 

7 提出・お問い合わせ先 

加東市市民協働部人権協働課市民協働係（庁舎１階） 

〒673-1493 加東市社５０番地       

TEL：０７９５－４３－０５４４   

FAX：０７９５－４２－１７３５     

Ｅmail：kyoudou@city.kato.lg.jp 

 

※申請書類はホームページからもダウンロードできます。 

ホーム ＞ 各課のご案内 ＞ 市民協働部 ＞ 人権協働課 ＞ 市民協働係 ＞ 協働のまちづくり 

https://www.city.kato.lg.jp/kakukanogoannai/shiminkyoudoubu/jinkenkyoudouka/kyoudou/town/10455.html 

市ホームページ 

mailto:kyoudou@city.kato.lg.jp
https://www.city.kato.lg.jp/kakukanogoannai/shiminkyoudoubu/jinkenkyoudouka/kyoudou/town/10455.html

